
１．基本認識 
 ○国家戦略として科学技術イノベーションを一体的に推進 

   ・「震災からの復興・再生の実現」、「低炭素社会の実現と気候変動への対応」、「高齢化の問題への対応」 

    への取組 

   ・世界トップレベルの基礎研究と若手研究者等の人材育成を強化 
 

    震災からの復興、再生を遂げ、将来にわたる持続的な成長のため、科学技術関係予算の確保が不可欠 
 

２．質の高い科学技術関係予算の編成 
 ○第４期科学技術基本計画を踏まえ、課題解決へ向けて予算編成プロセスを刷新し、重点化 

  ・アクションプランによる最重点化 

  ・重点施策パッケージによる重点化 
 

 ○予算編成への反映 

   ・関係府省は、予算プロセスの結果を踏まえ、メリハリある質の高い科学技術関係予算を編成 

   ・総合科学技術会議のフォローアップにより、ＰＤＣＡサイクルを確立、さらなる重点化を実現 
 

３．国民とのコミュニケーションの促進 
 ○科学技術イノベーションへの投資が「未来への投資」であるという国民の理解が不可欠 

 ○国民の政策過程への参画、科学技術コミュニケーション活動の促進 

平成24年度科学・技術関係予算の編成に向けて（案）の概要 

政府予算案への反映 

平成２４年度科学技術関係予算の編成に向けて（案） 概要 

質の高い予算の実現に向けた 

強力な政策誘導 

重点施策パッケージ 

 

科学技術重要施策アクションプラン 

最重点 重 点 

関係各大臣に意見具申 
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